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１．2025年５月期第１四半期の連結業績（2024年６月１日～2024年８月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年５月期第１四半期 6,626 1.2 241 △11.7 220 △22.9 129 7.4

2024年５月期第１四半期 6,545 1.2 273 △11.0 286 △11.0 120 △29.8
(注) 包括利益 2025年５月期第１四半期 87百万円( △15.3 ％) 2024年５月期第１四半期 103百万円( △37.9 ％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年５月期第１四半期 16.58 －

2024年５月期第１四半期 15.44 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年５月期第１四半期 21,973 3,821 17.4

2024年５月期 21,736 3,885 17.9
(参考) 自己資本 2025年５月期第１四半期 3,821百万円 2024年５月期 3,885百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年５月期 － 0.00 － 19.46 19.46

2025年５月期 －

2025年５月期(予想) 0.00 － 20.14 20.14
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2025年５月期の連結業績予想（2024年６月１日～2025年５月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 13,027 1.2 471 21.7 489 29.1 297 101.0 38.23

通期 26,140 0.2 904 3.7 875 3.6 522 3.5 67.12
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年５月期１Ｑ 8,396,000株 2024年５月期 8,396,000株

② 期末自己株式数 2025年５月期１Ｑ 610,258株 2024年５月期 610,258株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年５月期１Ｑ 7,785,742株 2024年５月期１Ｑ 7,785,742株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記の業績予想は、 本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、 実際の業績
は、 今後様々な要因により予想数値と異なる結果となる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等につ
いては、 添付資料Ｐ．１～２「１．当四半期決算に関する定性情報」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症による制限が緩和され、経済

活動が正常化へと進んでいるものの、不安定な国際情勢、原材料価格やエネルギーコストの高騰、それに伴う物

価上昇による消費者マインドの変化などから、依然として先行き不透明な状況が続いております。

教育業界においては、自治体により将来の公教育制度の変革構想が次々と発表されるなど、世の中における制

度変革が進んでおります。また、外国人の在留に関連する法律も大きな変革期を迎えております。

このような経営環境のもと、当社グループは2020年12月に定めたグループビジョン「ステキな大人が増える未

来をつくる」をもとに、グループ全体の収益性向上と人材育成に重点的に取り組んでおります。

当第１四半期連結累計期間の売上高は6,626百万円(前年同期比1.2％増)となり、前年同期に比べ81百万円増加

しました。営業利益は241百万円(同11.7％減)となり、前年同期に比べ32百万円減少しました。経常利益は220百

万円(同22.9％減)となり、前年同期に比べ65百万円減少しました。親会社株主に帰属する四半期純利益は129百万

円(同7.4％増)となり、前年同期に比べ８百万円増加しました。

セグメント別の概況は以下のとおりです。

＜学習塾事業＞

学習塾事業においては、前年に比べ退会数は減少したものの、新学期開始時期における新規の入会数が前年に

及ばず、当第１四半期連結累計期間における期中平均生徒数は前年同期比96.5％となりました。

その結果、当第１四半期連結累計期間のセグメントの経営成績は、売上高2,756百万円(前年同期比2.5％減)、

セグメント利益610百万円(同6.2％減)となりました。

＜語学関連事業＞

日本語教育事業においては、堅調だった昨年に引き続き、当第１四半期連結累計期間における期中平均生徒数

は前年同期比100.6％となりました。海外の英会話事業においては、オーストラリアの英会話学校の生徒数が新型

コロナウイルス感染症流行前の水準まで戻りつつあり、当第１四半期連結累計期間における期中平均生徒数は前

年同期比112.8％となりました。国際人材交流事業においても、インドのNSDCIとパートナーシップ締結を発表す

るなど、日本国内の事業者と海外人材のマッチング活動に注力し、前年同期比で契約数が増加しました。

その結果、当第１四半期連結累計期間のセグメントの経営成績は、売上高1,019百万円(前年同期比2.5％増)と

なり、セグメント利益13百万円(前年同期は11百万円のセグメント損失)となりました。

＜保育・介護事業＞

保育事業においては、順調に園児数が増加し、当第１四半期連結累計期間における期中平均園児数は前年同期

比101.1％となりました。介護事業においては、入居率とサービス利用率の向上に努め、当第１四半期連結累計期

間における期中平均顧客数は前年同期比101.7％となりました。

その結果、当第１四半期連結累計期間のセグメントの経営成績は、売上高2,850百万円(前年同期比4.7％増)、

セグメント利益61百万円(同247.2％増)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は21,973百万円となり、前連結会計年度末に比べ237百万円増加しまし

た。流動資産は7,183百万円となり、前連結会計年度末に比べ414百万円増加しました。主な要因は、現金及び預

金の減少90百万円、売掛金の増加381百万円、商品の増加49百万円、その他の流動資産の増加76百万円等です。固

定資産は14,789百万円となり、前連結会計年度末に比べ177百万円減少しました。有形固定資産は10,674百万円

(前連結会計年度末に比べ88百万円減少)となりました。主な要因は、建物及び構築物の減少45百万円、リース資

産の減少32百万円等です。無形固定資産は966百万円(同45百万円減少)となりました。主な要因は、のれんの減少

32百万円等です。投資その他の資産は3,148百万円(同43百万円減少)となりました。主な要因は、投資有価証券の

減少22百万円、繰延税金資産の減少25百万円等です。

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は18,152百万円となり、前連結会計年度末に比べ301百万円増加しまし

た。流動負債は9,712百万円となり、前連結会計年度末に比べ725百万円増加しました。主な要因は、短期借入金

の増加300百万円、未払金の増加529百万円、未払法人税等の減少267百万円、前受金の増加147百万円、賞与引当

金の増加205百万円、その他の流動負債の減少219百万円等です。固定負債は8,439百万円となり、前連結会計年度

末に比べ424百万円減少しました。主な要因は、長期借入金の減少300百万円、役員退職慰労引当金の減少168百万

円等です。

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は3,821百万円となり、前連結会計年度末に比べ64百万円減少しまし

た。主な要因は、利益剰余金の減少22百万円、為替換算調整勘定の減少21百万円、その他の有価証券評価差額金

の減少16百万円等です。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末17.9％から0.5ポイント下降し、17.4％になりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年５月期の連結業績予想につきましては、2024年７月９日に公表いたしました業績予想から変更はありま

せん。

なお、業績予想につきましては、本資料の発表日現在入手している情報に基づいて当社が判断したものであり、

実際の業績は様々な要因により予想数値と異なる結果になる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,094,722 5,004,361

売掛金 767,795 1,149,226

商品 69,786 118,861

貯蔵品 12,455 11,509

その他 854,908 931,332

貸倒引当金 △30,187 △31,437

流動資産合計 6,769,480 7,183,854

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,990,237 5,945,186

土地 2,715,299 2,715,299

リース資産（純額） 1,876,988 1,844,153

その他（純額） 181,047 169,973

有形固定資産合計 10,763,573 10,674,613

無形固定資産

のれん 502,890 470,005

その他 509,400 496,932

無形固定資産合計 1,012,290 966,937

投資その他の資産

投資有価証券 171,083 148,808

繰延税金資産 1,218,157 1,192,257

敷金及び保証金 1,595,225 1,608,195

その他 228,408 222,168

貸倒引当金 △21,495 △23,069

投資その他の資産合計 3,191,379 3,148,360

固定資産合計 14,967,243 14,789,911

資産合計 21,736,724 21,973,766
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年８月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 136,053 245,398

短期借入金 3,200,000 3,500,000

１年内返済予定の長期借入金 1,477,656 1,412,244

リース債務 109,773 110,878

未払金 913,863 1,443,476

未払法人税等 317,995 50,313

前受金 1,567,581 1,714,975

賞与引当金 197,991 403,986

資産除去債務 34,073 19,612

その他 1,031,627 811,715

流動負債合計 8,986,617 9,712,600

固定負債

長期借入金 2,947,957 2,647,591

リース債務 2,127,572 2,099,303

退職給付に係る負債 1,919,916 1,959,721

役員退職慰労引当金 227,635 59,111

資産除去債務 892,512 900,617

繰延税金負債 608,503 630,281

その他 140,249 142,795

固定負債合計 8,864,347 8,439,422

負債合計 17,850,964 18,152,022

純資産の部

株主資本

資本金 327,893 327,893

資本剰余金 263,954 263,954

利益剰余金 3,824,144 3,801,755

自己株式 △695,920 △695,920

株主資本合計 3,720,071 3,697,681

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 80,383 64,320

為替換算調整勘定 △49,222 △70,590

退職給付に係る調整累計額 134,528 130,331

その他の包括利益累計額合計 165,689 124,061

純資産合計 3,885,760 3,821,743

負債純資産合計 21,736,724 21,973,766
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年６月１日
至 2023年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年６月１日
至 2024年８月31日)

売上高 6,545,046 6,626,657

売上原価 5,035,778 5,135,123

売上総利益 1,509,267 1,491,533

販売費及び一般管理費 1,235,520 1,249,938

営業利益 273,747 241,594

営業外収益

受取利息 909 1,707

受取配当金 1,411 1,569

為替差益 34,094 3,204

貸倒引当金戻入額 441 483

補助金収入 2,258 －

持分法による投資利益 1,431 1,247

雑収入 13,485 17,930

営業外収益合計 54,032 26,141

営業外費用

支払利息 39,869 41,570

雑損失 1,681 5,357

営業外費用合計 41,550 46,927

経常利益 286,229 220,808

特別利益

移転補償金 3,038 －

特別利益合計 3,038 －

特別損失

減損損失 21,028 3,429

固定資産除却損 204 128

賃貸借契約解約損 18,381 －

特別損失合計 39,614 3,557

税金等調整前四半期純利益 249,653 217,251

法人税、住民税及び事業税 69,553 32,485

法人税等調整額 59,917 55,643

法人税等合計 129,470 88,129

四半期純利益 120,182 129,121

親会社株主に帰属する四半期純利益 120,182 129,121
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年６月１日
至 2023年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年６月１日
至 2024年８月31日)

四半期純利益 120,182 129,121

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 12,330 △16,062

為替換算調整勘定 △27,914 △21,050

退職給付に係る調整額 △961 △4,197

持分法適用会社に対する持分相当額 △353 △317

その他の包括利益合計 △16,900 △41,628

四半期包括利益 103,282 87,493

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 103,282 87,493
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首か

ら適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適

用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の

四半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2023年６月１日 至 2023年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２学習塾事業

語学関連
事業

保育・介護
事業

売上高

一時点で移転される財又はサ
ービス

123,915 28,199 214,293 366,407 － 366,407

一定の期間にわたり移転
される財又はサービス

2,703,164 966,933 2,508,540 6,178,639 － 6,178,639

顧客との契約から生じる
収益

2,827,079 995,133 2,722,833 6,545,046 － 6,545,046

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 2,827,079 995,133 2,722,833 6,545,046 － 6,545,046

セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ 1,624 6,326 7,950 △7,950 －

計 2,827,079 996,757 2,729,160 6,552,996 △7,950 6,545,046

セグメント利益又は損失（△） 651,079 △11,238 17,843 657,684 △383,937 273,747

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△383,937千円には、各報告セグメントに配分されない全社費用△

405,173千円及びその他の調整額21,236千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2024年６月１日 至 2024年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２学習塾事業

語学関連
事業

保育・介護
事業

売上高

一時点で移転される財又は
サービス

125,617 25,699 250,062 401,379 － 401,379

一定の期間にわたり移転
される財又はサービス

2,631,130 993,916 2,600,230 6,225,277 － 6,225,277

顧客との契約から生じる
収益

2,756,748 1,019,616 2,850,292 6,626,657 － 6,626,657

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 2,756,748 1,019,616 2,850,292 6,626,657 － 6,626,657

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 202 10,729 10,932 △10,932 －

計 2,756,748 1,019,819 2,861,021 6,637,589 △10,932 6,626,657

セグメント利益 610,650 13,291 61,959 685,901 △444,306 241,594

(注) １．セグメント利益の調整額△444,306千円には、各報告セグメントに配分されない全社費用△459,793千円及び

その他の調整額15,486千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

等であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2023年６月１日
至 2023年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年６月１日
至 2024年８月31日)

減価償却費 221,719千円 220,755千円

のれんの償却額 33,222 32,884



株式会社京進(4735) 2025年５月期 第１四半期決算短信

10

独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年10月７日

株式会社 京進

取締役会 御中

監査法人京立志

京都府京都市

指定社員

公認会計士 西村 猛業務執行社員

指定社員
公認会計士 原田泰吉

業務執行社員

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社京進の2024年６月１日から2024年８月31日

までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2024年６月１日から2024年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期

間（2024年６月１日から2024年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期

連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

その他の事項

会社の2024年５月31日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結累計期間に係る四半期連結財務諸表及び前

連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が実施されている。前任監査

人は、当該四半期連結財務諸表に対して2023年10月10日付けで無限定の結論を表明しており、また、当該連結財務諸表

に対して2024年８月22日付で無限定適正意見を表明している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュ

ー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所

の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関

する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準

拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重

要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起する

こと、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対

して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに

入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ

る。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１

項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等

の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項

が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な証

拠を入手する。監査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。

監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


